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平成第一号の横綱となった旭富士一本名・杉

野森正也（五所川原商業高等学校出身）が 8 月 

20日、横綱昇進の報告のため郷土入りし、同日

午後 3 時から祝賀パレードが行われました。 

パレードは、五所川原幼稚園の鼓笛隊、五商

高のブラスバンドを先頭に、北村知事、大島親

方、下山弘五商高校長らとオープンカーに乗り、 

市内の目抜き通り約 800 メートルで行われまし

た。 沿道には、新横綱の雄姿をひと目見ようと

数千人の市民が詰めかけました。 

オープンカーが前を通ると「日本一」「頑張れ」 

と掛け声が飛び交う中、旭富士関は満面に笑顔

を浮かべて地元フアンの声援にこたえていまし 

た。 
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平成第一号の横綱となった旭富士一本名 ・杉 市内の目抜き通り約800メートルで行われまし

野森正也(五所川原商業高等学校出身)が8月 た。沿道には、新横綱の雄姿をひと目見ょうと

20日、横綱界進の報告のため郷土入りし、同日 数千人の市民が詰めかけました。

午後 3時から祝賀パレードが行われました。 オープンカーが前を通ると「日本一J'頑張れ」

パレードは、五所川原幼稚園の鼓笛隊、五商 と掛け声が飛び交う中、旭富士聞は満面に笑顔

尚のブラスパンドを先頭に、北村知事、大島親 を浮かべて地元ファンの声援にこたえていまし

方、下山弘五商高校長らとオープンカーに乗り、 た。
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人口と世帯
前月比

，295 ..， (-31) 
女 26:724)'¥ iー 25) 
計 51，019 I1 (ー 56) 
世帯数 15.227 (+19) 
(7月31日現在住民基本台帳調)
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簾地域鱗開舞嚢嚢夢 
垂rTg 州原癒暴会議琴 

平成 2 年（1990年）9 月1日 

地

域

集
会

の
日

程
 

生活に密着した要望が出された地域集会 

月
『
 
 

日
  

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

10 。
山
 

火
  

10:00- 栄 地 区 
コミコニテイセ
ンター栄 

13:30- 梅 沢 地 区 
梅沢コミュニテ
イセンター 

Q
。
  

水
  

10:00- 小 曲 地 区 農村婦人の家 

13:30-- 五所川原（南） 市民文化会館 

4
'
 

 
木
  

10:00- 五所川原（北） 
しきしまコミュ
ニテイセンター 

市民の皆さんグ 

日頃から行政に望みたいこと、 こうあるべ

きだとJ思っていることはありませんか。 

市では、次の日程で21世紀五所川原市民会

議地域集会を開催します。 

農業問題、ーS、るさとづく りへのご提言、 コ。 

ミやし尿の問題など、何んでも結構です。 

どなたで・も自由に参加し、 自由に発言して

ください。 集会の後には、 ささやかですが懇

親の時間も用意しております。 

是非、 ご近所お誘い合わせのうえご参加く

ださい。 

あ
な

た

の
七
円
を
＋
甲政
に

反
映
 

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
誇
れ
る

五
所
川
原
、
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
る
五
所
川
原
、
そ
ん
な
五
所

川
原
を
つ
く
る
た
め
、
市
民
皆

さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

初
日
の
三
好
地
域
集
会
2
は
、
 

同
地
区
の
住
民
協
議
会
長
、
行

政
連
絡
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
、
 

そ
し
て
地
元
の
市
議
会
議
員
な

ど
、
市
か
ら
は
佐
々
木
市
長
、
 

小
山
内
助
役
を
は
じ
め
関
係
部
 
 

課
長
な
ど
合
わ
せ
て
約
百
人
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
佐
々
木
市
長
が
 
「長

年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
老
人

ホ
ー
ム
の
建
替
え
も
着
々
と
進

行
し
て
お
り
、
ま
た
、
企
業
誘

致
も
今
年
に
入
っ
て
三
社
と
立

地
協
定
を
結
び
、
男
子
の
雇
用

拡
大
ど
地
域
経
済
の
躍
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
 
 

待
さ
れ
ま
す
。
本
日
は
、
地
域

の
生
活
に
密
着
し
た
ご
要
望
を

お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
の
未

来
を
拓
く
前
向
き
の
お
話
し
合

い
を
お
願
い
し
ま
す
」
 
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
会
議
に
入
り
、
同

地
域
か
ら
は
道
路
や
排
水
路
の

整
備
、
学
校
建
設
な
ど
生
活
に
 
 

密
着
し
た
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
の
要
望
が
数
多
く
出
さ
れ
、
 

そ
れ
ら
の
ー
つ
ひ
と
つ
に
、
市

長
は
じ
め
関
係
職
員
が
市
の
対

応
策
を
示
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
昨
年
の
地
域
集
会

で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
提
言
、
要
望
を
さ
ら
に
検

討
、
集
約
す
る
た
め
の
中
央
集

会
で
の
取
り
ま
と
め
事
項
と
今

後
の
総
合
開
発
計
画
の
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
が
あ
り
ま
 

し
た
。
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満天の星空の下行われたコンサート 昔なつかしい紙芝居 
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手づくり村まつり開かれる 
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,
 

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
「
オ
ン
ニ
ヤ

・

カ
ー
ニ
バ
ル
…
手
づ
く
り
村
ま

つ
り
」
（
松
宮
亮
二
実
行
委
員
長
）
 

が
八
月
十
八
・
十
九の
両
日
、
 

市
内
金
山
の
大
た
め
池
で
開
か

れ
、
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
 

「オ
ン
ニ
ャ
」
 
と
は津
軽
弁

で
「
外
」
と
い
う
意
味
。
 

同
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
実
行
委

員
長
で
陶
芸
家
の
松
宮
さ
ん
と

そ
の
仲
間
で
あ
る
「し
ぼ
と
（囲

炉
裏
）の
会
」
 
の呼
び
か
け
で
、
 

津
軽
塗
り
師
、
凧
絵
師
ら
が
集
 
 

ま
り
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
 

水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た

大
た
め
池
の
会
場
に
は
、
陶
芸

と
津
軽
凧
、
漆
工
芸
、
ワ
ラ
工

芸
の
実
演
コ

ー
ナ
ー
、
凧
揚
げ

コ
ー
ナ
ー
、
泥
ん
こ
遊
園
地
、
 

野
外
展
覧
会
な
ど
も
開
か
れ
ま

し
た
。
 

十
八
日
の
夜
に
は
、
た
め
池

の
周
囲
に
百
本
余
の
た
い
ま
つ

を
掲
げ
、
登
山
ば
や
し
ゃ
津
軽

三
味
線
の
演
奏
、
フ
ォ
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
か
れ
、
満

天
の
星
空
の
下
、
手
づ
く
り
の

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
九
日
に
は
手
づ
く

り
教
室
と
紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
、
 

大
勢
の
親
子
づ
れ
が
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

ワラの「虫人形」夏休みの宿題にどうかな．ノ 
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手
づ
く
り
の
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し
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を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
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ン

ニ
ャ・
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ー
ニ
バ
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:
・
手
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つ
く
り
村
ま

つ
り
L
(

松
宮
亮
二
実
行
委
員
長
)

が
八
月
十
八
・
十
九
の
両
日
、

市
内
金
山
の
大
た
め
池
で
聞
か

れ
、
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
い
ま

し
た
。「
オ
ン
ニ
ヤ
」
と
は
津
軽
弁

で
「
外
」
と
い
う
意
味
。

同
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
実
行
委

員
長
で
陶
芸
家
の
松
宮
さ
ん
と

そ
の
仲
間
で
あ
る
「
し
ぼ
と
(
囲

炉
裏
)
の
会
L

の
呼
び
か
け
で
、

津
軽
塗
り
師
、
凧
絵
師
ら
が
集

ま
り
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た

大
た
め
池
の
会
場
に
は
、
陶
芸

と
津
軽
凧
、
漆
工
芸
、
ワ
ラ
工

芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
凧
揚
げ

コ
ー
ナ
ー
、
泥
ん
こ
遊
園
地
、

野
外
展
覧
会
な
ど
も
聞
か
れ
ま

し
た
。十
八
日
の
夜
に
は
、
た
め
池

の
周
囲
に
百
本
余
の
た
い
ま
つ

を
蝿
げ
、
登
山
ぱ
ゃ
し
ゃ
津
軽

三
味
線
の
演
奏
、
フ
ォ
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
聞
か
れ
、
満

天
の
星
空
の
下
、
手
守つ
く
り
の

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ぐ¥桝

酒品

陶芸教室は大盛況

ま
た
、
十
九
日
に
は
手
a

つ
く

り
教
室
と
紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
、

大
勢
の
親
子
づ
れ
が
楽
し
い

一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。! 決，1

満天の星空の下行われたコンサー卜

ワラの「虫人形」夏休みの宿題にどうかな/

組

昔なつかしい紙芝居



一時帰国の福士さん 
一市長を表敬訪問 トーl 
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健康で 
明るい出稼ぎを 

市出稼協会の平成 2 年度定時総会が8 月16日、 

市中央公民館で会員や来賓など約120人、が出席

して一開かれました。 

総会では、会長である佐々木市長が 「出稼ぎ

のない地域社会実現のため、諸条ィ牛が整備され

てきており、皆さんには今しばらくがんばって

いただきたい」 とあいさつした後、前年度の決

算、 2 年度の事業計画、予算などが承認され、 

会員によるカラォケ大会が盛大に開催された。 

なお、 この日は総会に先立って、市の保健婦 

4 人が出稼ぎされる人達 1人ひとりの尿検査と 

~ 血圧I則定を行い、1建康で・日月るい出稼ぎの実現を

呼びかけました。 

了境谷定雄さんが優秀賞を受賞！ 

一夢口ード21東北ブロックー 

表彰される境谷さん 

出稼ぎ前に健康診断を受ける会員たち 

建設省では、昨年12月から 「あなたの考える

未来の道」 をテーマに論文、絵、 ィラストを公

募し、 この度その結果が発表され、当市土木課

長である境谷定雄さんのイラスト （夢のスーノぐ 

ーハイウェイ） が東北ブロックで優秀賞に輝き

ました。 

これは、同省が21世紀へ向けた道づく りのあ

り方を求めて 「夢ロード21」委員会を発足させ、 

全国から夢やアィデアを公募したもので、7,305 

点の応5募があり、東北ブロックでは 6 点が優秀

賞に選ばれました。 

表彰式は、「道の日」 にあたる 8 月10日、仙台

市で行われました。 

建設省では、入賞作品の中から実現の可能性三

を検討した上、実際の道づく りに役立てること

にしています。 

五所川原市出身で中国残留孤児の福士実さん 

（中国名・経喜貴） が妻の郭玉蓮さんとともに 

8 月16日、故郷へ一時帰国しました。 

福士さんは、父親の長四郎さんらとともに 8 

月17日、市役所を訪れ、佐々木ili長を表敬訪問

しました。 

佐々木市長は 「長い間ご苦労さまでした。 故

郷でゆっく りくつろいでください」 とねぎらい

の言葉を述べました。 これに対し福士さんは「日

本に帰ってこられたのは皆さんのお陰です。 温

かく迎えていただき、 うれしさでいっぱいです」 

とお礼を述べました。 

市役所を訪れた福士さんにお祝いを手渡す

佐々木市長（右） 
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健康で
明るい出稼ぎを

市出穣協会の平成2年度定時総会が8Jl16日、

市中央公民館で会員や来賓など約i20入、が出席

して聞かれました。

総会では、会長でめる佐々木市長が「出様ぎ

のない地域社会実現のため、諸条件が整備され

てきており、皆さんには今しばらくがんばって

いただきたい」とあいさつした後、前年度の決

算、 2年度の事業計画、予算などが承認され、

会員によるカラオケ大会が盛大に開催された。

なお、この臼は総会に先立って、市の保健制

4人が出稼ぎ、される人達 1人ひとりの尿検査と

血圧測定を行い、健l康奈で明るい出稼き

呼びカか、けました。

境谷定雄さんが優秀賞を受賞

一夢ロード21東北ブロック

表彰される境谷さん

T，CI.f 時帰国の福士さん + 
t 

ぽ¥市長を表敬訪問 Z
五所川原市出身で中国残留孤児の福士実さん

(中国名 ・経喜:fJ:)が妥の郭玉蓮さんとともに

8月16日、故郷へ一時帰国しました。

福士さんは、父親の長四郎さんらとともに 8

月17日、市役所を訪れ、佐々木市長を表敬訪問

しました。

佐々木市長は「長い間ご苦労さまでした。故

郷でゆっくりくつろいでください」とねぎ、らい

の言葉を述べました。こ れに対し福士さんは「日

本に帰ってこら れたのは皆さんのお陰です。温

かく迎えていただき、うれしさでいっぱいで、す」

とお礼を述べました。

出稼ぎ前に健康診断を受ける会員たち

建設省では、昨年12月から「あなたの考える

未来の道」を;テーマに論文、絵、イラストを公

募し、この度その結果が発表され、当市土木課

長である境谷定雄さんのイラスト(タのスーパ

ーハイウェイ)が東北 ブロックで優秀賞に輝き

ました。

これは、同省が21世紀へ向けた道づくりのあ

り方を求めて「夢ロード21_j委員会を発足させ、

全国から夢やアイデアを公募したもので、7，305

点の応募があり、東北ブロックでは 6点が優秀

賞に選ばれました。

表彰式は、「道の日」 にあたる 8月10口、仙台

市で行われました。

建設省では、入賞作品の中から実現の可能性

を検討した上、実際の道づくりに役立てること

にしています。

市役所を訪れた福士さんにお祝いを手渡す

佐々木市長(右)



飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 

〇期 間 平成 2 月 9 月21日（金）から同月30日（日）までの10日間 

〇運動の重点目標 

1．若年運転者による無謀運転の防止 

2 ． シートベルト、ヘルメットの正しい着用の徹底 

3 ．違法‘駐車の締め出し 

シートぺ、ルト しめる心が 身を守る 

平 
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南小卓球部（男子）準優勝 
北日本ブロックホープス選手権 

南小卓球部の男子は去る 7 月28・29の両日、 

盛岡市・岩手県立武道館で行われた 「北日本フ’ 

ロックホープス選手権」 で準優勝と大健闘しま

した。 

また、女子は 7 月1日に青森市民体育館で行

われた 「全国ホープス兼北日本ブロックホーフ。 

ス県予選会」 で優勝し、 8 月 7 -10日に東京都

の国立オリンピック記念青少年総合センターて争

開かれる全国大会に出場することになりました。 

同卓球部では 7 月31日、市役所を訪れ佐々木

市長に男子の準優勝と、女子の全国大会出場の

報告しました。 結果は残念ながら準々決勝で唄文

退しました。 

佐々木市長（右）に手渡すパール会の皆さん 

福祉基金にと 6万 8千余円H 
―昭和パール会― 

昭和パール会（木村健一会長） は 8 月10日、 

福祖二基金に役立ててくださいと68,227円を寄付、 

木村会長らが市役所を訪れ、小山田鳳隆社会福

ま止協議会長立ち会いのもと、佐々木市長に手渡

しました。 

これは、去る 7 月26日に開いた 「第 5 回夏休

み家族音楽会」 でのチャ T) ティ益金を贈ったも

のです。 

佐々木市長に報告する選手たち 

ふ福祉基金にと21万余円寄付” 
―五所川原料飲業協同組合ー 

佐々木市長（右）に手渡す料飲業組合の皆さん 

五所川原料飲業協同組合（貴田孝悦理事長） 

は 7 月30日、福祖二基金にと 219, 548 円を寄イ寸し

ました。 

これは、去る 7 月18日に開かれた 「ナイ トウ

ォッチング」 の収益金を寄イ寸したものです。 

同日、貴田理事長ら関係者が市役所を訪れ、 

小山田鳳隆社二会福ネ止協議会長立ち会いのもと、 

佐々木市長に手渡しました。 

⑤平成 2年(1990年)9月1日 広報ごしょがわら

は:南小卓球部L男子)準優勝
工マケ仁三二牝日本ブ‘口万一グホコニアス選手権ι叩

南小卓球部の男子は去る 7月28・29の両日、

盛岡市 ・岩手県立武道館で行われた「北日本ブ

ロックホープス選手権」で準優勝と大健闘しま

した。

また、女子は 7月 1日に青森市民体育館で行

われた「全国ホープス兼北日本ブロ y クホープ

ス県予選会」で優勝し、 8月 7-10日に東京都

の国立オリンピック記念青少年総合センターで

聞かれる全国大会に出場することになりました。

同卓球部では 7月31日、市役所を訪れ佐々木

市長に男子の準優勝と 、女子の全国大会出場の

報告しました。結果は残念な がら準 々決勝で敗

}!!しました。
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佐々木市長に報告する選手たち

市二福祉基金じと+21万余円寄付1
問I|:原料j飲業協同組合主三%

佐々木市長(右)に手渡すパール会の皆さん

と:福祉基金にと勺6万~ 8)m余円以
自主三三ごL二唱和j~三布蚕三川二三三 i 佐々木市長(右)に手渡す料飲業組合の皆さん

昭和パール会(木村健一会長)は 8月10日、 i 五所川原料飲業協同組合(貴田孝悦理事長)
福祉基金に役立ててくださいと 68，227円を寄付、 i は 7月30日、福祉基金にと 219，548円 を寄付し
木村会長らが市役所を訪れ、 小山田鳳 隆社会福 i ました。
祉協議会長立ち会いのもと、佐々木市長に手渡 i これは、去る 7月18日に聞かれた「ナイトウ
しました。 s ォッチング」 の収益金を寄付したものです。
これは、去る 7月26日に聞いた 「第 5回夏休 i 同日、貴田理事長ら関係者が市役所を訪れ、
み家族音楽会」でのチャ リテ ィ援金を贈ったも j 小山田鳳隆社会福祉協議会長立ち会いのもと、
のです。 s佐々木市長に手渡しました。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄

j平成2-:.年秋の全国交通安全運動 ;
0期 間 平成 2月 9月21日(金)から同月30日(日)までの10日間

0運動の重点目標

1 .若年運転者による無謀運転の防止

2.シートベルト ヘルメ ットの正しい着用の徹底

3 .違法駐車の締め出し

シートベル ト しめる心が身を守る
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警稽麟績~ 
〇期 間 平成 2 年 9 月11日（火）から 9 月20日（木）までの10日間 

○重点目標 

1．高齢者の交通安全に関する国民の意識の醸成 

2 ．高齢者の歩行中（特に横断中）及び自転車乗用中の交通事故防止 

3 ．高齢運転者の交通事故防止 

	' 
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コ青森の響き・これが津軽三味線だ！ 

一津軽三味線フェスティバル〈IWAKI> 

レ日時 9 月24日（月）一振替休日― 

午後 2 時～ 4 時 

レ場所 岩木町津軽中学校体育館 

レ内容 〇 150 人の大合奏〇リレー合奏〇ねぶ 

たばやしと津軽三味線ほか 

レクニスト ジョージ川口ほか 

ン司会 山川静夫NHKアナウンサー 

レ入場料 無料（ただし、一般公募を予定―約 

2,000人） 

※なお、詳しいことは岩木町役場商工観光課 

（廿0172電②）31 11番）へお間い合わせください。 

~ 愛引司フエステバルは、NHK衛生第1放送で生 

中継されます。 

おやこ劇場例会のお知らせ 

第 6 回高学年部候」会（小学校 4 年～大人） 

劇団えるむ公演 「ベッカンコおに」 

レ日時 9 月 7 日（金）午後 6 時開場 6 時30分開演

レ場所 市民文化会館 

く》会員を募集しています。しいっでも誰でも入会 

できます。（会員は 4 歳からとし 3 歳以下無拳I) 

ン入会金 100円、会費800円（大人・子供同額） 

〇舞台鑑賞以外にキャンプ、子どもまつり、 ク 

リスマス会等楽しい行事を予定しています。 

※申し込み先及び間い合わせ先 

事務局（nI内本町50-4 東奥日報社ビル 4 階 

”⑩21 70番） 

五能線・ダイヤ改正 
r 9月1日から、五能線のダイヤが一部変わり 

ます。 

上り（鯵ケ沢方面） 下りて弘前方面） 

19 :12 (19 : 01) ii: 10 (11 :12) 

19 : 58 (19 : 42) 18 : 35 (18 : 28) 

( ）は改正前の時刻 

老齢基礎年金の 

繰り上げ請求は慎重（こ 

老齢基礎年金の受給開始は、原則として65歳

からですが、希望すれば、60歳からでも受けら

れる 「繰り上げ請求」 が認められています。 

しかし、支給を受け始めるときの年齢に応5じ

て、支給率が定められ、年金額が一生涯減額さ

れることになっています。 

また、 この繰り上げ請求をすると、受け始め

たときから65歳になるまでの間に、障害の状態

になっても障害基礎年金が受けられないなど、 

いろいろな制限があります。 

安易に繰り上げ請求をして後‘海をしないよう、 

慎重に考えてください。 

詳しいことは、市保険年金課国民年金係（か

国）21 11番内線258・265・267番）でおたず’ねくだ

さい。 

移動消費生活センター開催 

レ日時 平成 2 年 9 月 7 日（劃 

午後1時から午後 3 日寺まてる 

レ場所 働く婦人の家 3 階ホール 

レ講座 「食品と健康」 

ン映画 健康づく りのための食べ物1 

―正しい食生活― 

）参集範囲 一般市民 

※問い合せは、市経済部商工観光課（n（⑩2111 
番内線260番） までト。 

9月9日は救急の日 
⑥救急車の正しい利用法 

(1）火災、地震、暴風雨などの災害による傷病者 

(2）交通事故、駅など屋外や公衆の出入する場所

での傷病者 

(3）屋内において生じた事故、たとえば、 ガス中

毒、熱傷、急病などで他に適当な搬送手段が

ない場合における傷病者 

五所川原地区消防事務組合、五所川原消防署、 

東分署 
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11号森の饗-きょo.二こかが津軽三味線だf
h二三i津軽主味~~元文子ff;~)してIWÃkï'> !..ru

1>日時 9月24日(月)振替休日

午後 2 時~4 時

1>場所 岩木町津軽中学校体育館

1>内容 o 150人の大合奏0 リレー合奏0ねぶ
たばやしと津軽三味線ほか

1>ゲス ト ジョージ川口ほか

1>司会 山川静夫NHKアナウンサー

じ〉入場料 無料(ただし、 一般公募を予定約

2，000人)

※なお、詳しいことは岩木町役場商工観光課

(宮0172⑫3111番)へお問い合わせください。

※同フェステパルは、 NHK衛生第 1放送で生

中継されます。

おやこ劇場例会のお知らせ

第 6回高学年部例会(小学校 4年~大人)

劇団えるむ公演「ベ、ッカンコおに」

1>日時 9月 7日也午後 6時開場 6時30分開演

1>場所 市民文化会館

。会員を募集しています。いつでも誰でも入会

できます。(会員は 4歳からとし 3歳 以下無料)

仁〉入会金 100円、会費800円 (大人・ 子供同額)

O舞台鑑賞以外 にキャンプ、子どもまつり、ク

リスマス会等楽しい行事を予定しています。

※申し込み先及び問い合わせ先

事務局(市内本町50-4東奥日報社ビル 4階

E⑪2170番)

五能線・ダイヤ改正
9月 1日から、五能線のダイヤが一部変わり

l ます。

上り(鯵ヶ沢方面)

19 : 12 (19: 01) 

19 : 58 (19: 42) 

下り{弘前方面)

11 : 10 (11 : 12) 

18 : 35 (18: 28) 

)は改正前の時刻

以老齢基礎年金Uの コ平三に;三rごそ勺ニご…J一勺L
ふJ土か繰繰;りbりりJ二二正どげ請求は慎重lじご孔心亡
老齢基礎年金の受給開始は、原則として65歳

からですが、希望すれば、 60歳からでも受けら

れる「繰り上げ請求」が認められています。

しかし、支給を受け始めるときの年齢に応じ

て、支給率が定められ、年金額が一生涯減額さ

れることになっています。

また、この繰り上げ請求をすると、受け始め

たときから65歳になるまでの聞に、障害の状態

になっても障害基礎年金が受けられないなど、

いろいろな制限があります。

安易に繰り上げ請求をして後悔をしないよう、

慎重に考えてください。

詳しいことは、市保険年金課国民年金係(宮

⑮2111番内線258・265・267番)でおたずねくだ

さし冶。

移動消費生活センター開催
1>日時 平成 2年 9月 7日(翁

午後 1時から午後 3時まで

1>場所 働く婦人の家 3階ホール

1>講座 「食品と健 康」

じ〉映画 健康づく りのための食べ物

正しい食生活-

b参集範囲 一般市民

※聞い合せは、市経済部商工観光課 (ft⑮2111

番内線260番)まで。

9月9日は救急の日
。救急車の正しい利用法

(1)火災、地震、暴風雨などの災害による傷病者

(2)交通事故、駅など屋外や公衆の出入する場所

での傷病者

(3)屋内において生じた事故、たとえば、ガス中

毒、熱傷、急病などでイ也に適当な搬送手段が

ない場合における傷病者

五所川原地 区消防事務組合、五所川原消防署、

東分署

0期 間 平成 2年 9月11日(火)から 9月20日(木)までの10日間

0重点目標

1 .高齢者の交通安全に関する国民の意識の醸成

2.高齢者の歩行中(特に横断中)及び自転車乗用中の交通事故防止

3.高齢運転者の交通事故防止



ミミミすてきだね きれいな川ミと慮回息道憲嚢 

五所川原市公共下水道が昭和59年度から供用開始されて、今年で 7 年目になります。 

皆さんのご理解・ご協力により、計画の68％が整備され、平成元年度末において処理区 

域の82％の世帯が水洗化されています。 

今後とも、下水道事業の推進にご協力をお願いします。 

◆
◆
→
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●
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生活講座受講生募集 

働く婦人の家 
ン受講資格 市内に1主所または勤務先を有する 

女「I｝人 

レ受講料 無料（材料費は本人負担） 

＞受講期間 9 月19日～12月 3 日 

＞受講時間 午後 6 時30分～ 8 時30分（ただし、 

経理事務は午前10時～午後 3 時30分） 

レ申し込み受付 平日…午前 8 時30分～午後 4 

時45分、土曜日…午前 8 時30分～正午 

ン申し込み先 市イ動く婦人の家（廿（園）8898番） 

募集内容 

曜日 教 室 名 回数 人数 内 	’容 

月 書 	道 10 10 基礎的なものから 

水
  

ストレッチ体操 10 20 心身のトレ一ニング 

編 	物 10 20 模様等の研究 

木
  

料 	理 10 24 栄養のとれた家庭料理 

フラワーアレンヂ 10 20 花を美しくデザイン 

月・火
水・金 経 理 事 務 22 30 商業簿記 3 級を習得 

※各講座とも定員になり次第締切ります。 

家庭看護教室 
あなたができる家庭看護、すぐ役立っ看護法

を身につけませんか！ 

レ日時 9 月18日（火）午前10時～11時30分

レ場所 市働く婦人の家 

レ内容 清潔について（ビデオ、講義、実習） 

※どなたでも参加できます。 お気軽においで下

さい。 当日は、活動しやすい服装では3いで’下

さし、 

く》間い合わせ先 市立西北中央病院内日本看護

協会青森県支部北五地区支部一毛内秋江さん

まて％ 

経理事務（商業簿記3級）技術講習会 

受講生募集 
経理事務等への軌二業のため商業簿記 3 級修得 

を希望し、所定の日程に出席できる婦人を対象 

に行います。 多数ご参加ください。 

レ日時 10月 1日～11月 9 日 （22日間） 

午前10時～午後 3 時30分 

レ場所 市働く婦人の家 

レ募集人員 30名 

レ受講料 無料 

レ用意するもの 印鑑、昼食、ノート、 電卓か 

ソロバン、定規、鉛筆、消しゴム、黒・赤ボ 

ールペン 

レ申し込み及び間い合わせ先 

県婦人就業援助センター五所川原駐三7午所（市 ． 

働く婦人の家内”（③5)8898番）佐々木相談員へ。 

盛岡文化財めぐり 
参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、「盛岡文 

化財めぐり」 を行ないます。 皆さんの多数のご 

参加をお待ちしております。 

レ日 時 9 月30日（日） 

午前 6 時から午後 7 時まてる 

レコース 五所川原中三前発6 : 00～鶴田町役 

場前～信用金庫前～青銀藤崎支店前～啄木記 

念館～岩手県立博物准官～官庁街～南部会館 

（昼食）～原敬記念館～岩手手づく り村～岩 

山展望台～藤崎～中三前19:00 

レ出発時間 五所川原中三前午前 6 時 

レ会 費 6,200円（見学料、昼食） 

レ申込み 青森市松森字佃175 青森県歴史の道 

整備促進協議会事務局（里・0177(4J1064番）  , 

レ申込み締切 9 月22日（土） 

レ申込み受イ寸時間 午前 8 時30分から午後 4 日寺 

まて、（日曜日、祝日を除く） 

, 
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に~生活講座受講生募集u
山川f働ぐ婦スめ家三つ

1>受講資格 市内に住所または勤務先を有する

婦人

1>受講料 無料(材料費は本人負担)

1>受講期間 9月19日-12月 3日

1>受講時間 午後 6時30分 - 8時30分(ただし、

経理事務は午前10時~午後 3時30分)

1>申し込み受付 平日・・・午前 8時30分~午後 4

時45分、土曜日 -一午前 8時30分~正午

1>申し込み先 市働く婦人の家(宮⑮ 8898番)

募集内容

1在日 教室名 回数 人数 内 .7.:廿t・

月 書 道 10 10 基礎的なものから

ストレ ッチ体操 10 20 心身のトレーニング
水
編 物 10 20 模様等の研究

料 理 10 24 栄養のとれた家庭料理
木
フラワーアレンヂ 10 20 花を美しく デザイ ン

月-火
経理事務 22 30 商業簿記3級を習得

水-金

※各講座とも定員になり 次第締切ります。

勺家庭看護教J室
あなたができる家庭看護、すぐ役立つ看護法

を身につけませんか !

1>日時 9月18日伏)年前10時 -11時30分

じ〉場所 市働く婦人の家

じ>内容 清潔について(ビデオ、講義、 実習)

※どなたでも参加できます。 お気軽においで下

さ¥"。 当日は、活動しやすい服装でおいで下

さしミ。

。問い合わせ先 市立西北中央'病院内日本看護

協会青森県支部北五地 区支部 毛内秋江さん

まで。

三経理事務(商業簿記3級滞債講習会主ι
が件吉川 受講生日募集 叩日 ，t..:

経理事務等へ の就業のため商業簿記 3級修得

を希望 し、所定の日程に出席できる婦人を対象

に行います。多数 ご参加ください。

じ〉日時 10月 1日-11月 9日 (22日間)

午前10時一午後 3時30分

1>場所市働く婦人の家

1>募集人員 30名

1>受講料 無料

じ〉用意するもの 印鑑、昼食、 ノー ト、 電卓か

ソロパン、定規、鉛筆、消し ゴム、黒・ 赤ボ

- Jレベ ン

じ〉申し込み及び問い合わせ先

県婦人就業援助センタ 一五所川原駐在所 (市

働 く婦人の家内宮⑮ 8898番)佐々木相談員へ。

山盛岡文化財 γめCりバょ
にい参加r者1募集 コ
青森県歴史の道整備促進協議会では、「盛 岡文

化財めぐり」を行ないます。皆さんの多数のご

参加をお待ちしております。

1>日 日寺 9月30日(日)

午前 6時から午後 7時まで

じ>コース 五所川原中三前発 6 : 00-鶴田町役

場前~信用金庫前一青銀藤崎支1苫前一啄木記

念館~岩手県立博物館~官庁街~南部会館

(昼食) -原敬記念館~岩手手づ、くり村~満

山展望 台~藤崎~中三前19: 00 

じ〉出発時間 五所川原中三前午前 6時

1>会費 6，200円(見学料、昼食)

1>申込み 青森市松森字佃175青森県歴史の道

整備促進協議会事務局(宮0177⑬1064番)

1>申込み締切 9月22日(土)

1>申込み受付時間 午前 8時30分から午後4時

まで(日曜日、祝日を除く)

ミミ主主主左ねミミきミ匙民組IJミι副主道立主
ミミミミミミミミミミミミE31月千日午家道子記
五所川原市公共下水道が昭和59年度から供用開始されて、今年で 7年目になります。

皆さんのご理解 ・ご協 力により、計画の68%が整備され、平成元年度末において処理区

域の82%の世帯が水洗化 されています。

今後とも、下水道事業の推進にご協力をお願いします。



みんなの健康教室 
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レ主 催 

9 月28日（金）午後 1時 

市保健センター 

木村英二氏（アサヒ薬局店主） 

上手に薬局薬店を利用する法 

北五医師会・市保健協議会 
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（第718号）⑧ 

子宮がん・乳がん 

甲状腺の集団検診 

レ対象者 市内に雇打主する30歳以上の女性（昭

和36年 3 月31日までに生まれた方） 

レ受付期間 9 月1日～ 7 日 （日曜日は除く） 

レ申し込み先 保健協力員、市衛生課、市役所

各支所のいず’れかに。（申し込み用紙が備えて

ありますJ 

レ料金 	1 ,000円（ただし、五所川原市国民健 

康保険加入者、70歳」』丈上の方、生活保護世帯

の方、市民税非課税の方は無料一当日証明書

を提出してくださいJ 

レ注意 今年 4 月以降に個別（医療機関）検診

を受けられた方及び乳がん・甲状腺のみの受 

r 診はできません。 
レ検診月日 10月 2 、 3. 4. 5. 11. 12. 19. 

31日、11月1. 6. 7、 8. 9 日のうちから

市が指定し後日、申込者各自に通知します。 

レ検診場所 市保健センター 

レ持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 

(40歳以上の方）、老人健康手帳（70歳以上の

方）、受診カード〔ピンク色〕（昨年度から各種検

診を受けられ、すでにお持ちの方× バスタオル。 

※詳しいことは、市衛生課へどうぞ。 

人の命を救う 

「愛の献血」にご協力を．ノ 

期 日 時 	間 場 	所 

9 月 4 日 

因 

午前10時から 
午前11時30分まで 

コミュニテイセン
ター梅沢前 

午後1時から 
午後 2 時30分まで 

ホテルサンルート
五所川原前 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

東北電気工事囲 
五所川原営業所前 

9 月 8 日 

田 

午前 9 時から 
午後 3 時まで 

五所川原消防署前 
l大和山チャリテ、 
、イ・バザー共催ノ 

9 月20日 

困 

午前10時から 
午前11時まで 

本町マルカかさい
駐車場 

正午から 
午後 2 時30分まで 

日立東部セミコン 
ダクタ津軽工場 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

対馬内科小児科医
院前 

「血禁成分献血」は 
からだにやさしい献血です 

この献血は、 いったん才三」,あずかりした」立1液か 

ら血奨だけを分離・し、赤血球などはそのままカ、 

らだの中にお返しする献血方法です。 

期 日 時 	間 場 	所 

9 月28日 
囲 

午前10時から 
正午まで 

市保健センター 

なお、 この献JI1は40分ほどかかります。 献血

していただける方、詳しく内容をお知りになり

たい方は、市衛生課（廿電る)2111番内線272番）ま

でお問い合わせください。 

皆さんのご協力をお願いいたします。 

ゴミについてお願い 
0ゴミは燃えるゴミ、燃えないニゴミに区別して

出しましょう。 

〇ゴミは決められた日、決められた場所に朝 8 
時30分までト出しましょう。 

〇決められた収集日以外の日には絶対ゴミを出

さないてネ 1ぐさい。 

〇スイカ、メロン及び台所の生ゴミ等の水切り

を充分してから、新聞等に包んで袋に入れて

出しましょう。 

〇一般家庭から 1回に排出できるゴミの量は、 

一般廃棄物で可燃物、不燃物各10k9 以内まて二

でトす。 

〇ゴミ収集場戸斤は、 ゴミ」舎て場ではありません。 

みんなでト協力して清潔にして下さい。 

④図＃師④「◇申 

r 
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人の命を救う

「愛の献血」にご協力を/
子宮がん・乳がん

甲状腺の集団検診

平成2年(1990年)9月1日

J明日 日手 間 J易 所

午前10日寺から コミュニァィセン
午前11時30分まで ター梅沢前

9月4日 午後 l時から ホテルサンルート

(:A) 午後 211寺30分まで 五所川原前

午後3時後から 東北電気工事側
午 4B寺まで 五所川原営業所前

9月8日 午前9時から 五所川原消防署前

ω 午後 3時まで (大和山チヤリテ)
ィ バザー共催

午前10日寺から 本町マルカかさい
午前11時まで 駐車場

9月20日 正午から 目立東部セミコン

(本) 午後 2時30分まで ダクタ浮軽工場

午後3時から 対馬内科小児科医
午後4時まで 院前

t>対象者 市内に居住する30歳以上の女性

和36年 3月31日までに生まれたβ)

t>受付期間 9月 1日-7日(口隔日は除く)

t>申し込み先 保健協力貝、市衛生謀、市役所

各支所のいずれかに。(申し込み用紙が備えで

あります。)

(目白

「血紫成分献血Jは
からだにやさしい献血です

この献血は、いったんおあずかりした血液か

ら血竣だけを分離し、赤血球などはそのままか

らだの中にお返しする献血β 法です。

t>料金 1，000円(ただし、五所川原市国民健

康保険加入省、 70歳以上の方、生活保護世帯

の方、市民税非課税の)jは無料一当日証明:!.l;

をナ是出してくださいJ
t>注意 今年 4月以降に個別(医療機関)検診

を受けられた方及び乳がん ・甲状腺のみの受

診はできません。

t>検診月日 10月 2、 3、4、 5、11、12、19、

31日、 11月 1、 6、 7、 8、 9日σコうちカ、ら
市が指定し後日、申込省各自に通知しますo

b検診場所 市保健センター

じ〉持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳

(40歳以上の方)、老人健康手帳 (70蔵以上の

方)、受診カード〔ピンク色)(昨年度から各種検

診を受けられ、すでにお持ちの方)、パスタオル。

※詳しいことは、市衛生課へどうぞ。

所tj詰日手 間

午前10時から
正午まで

市保健センター

なお、この南丈踊lは40分ほどかかります。南丈且l

していただける方、詳しく内容をお知りになり

たい)5は、市衛生課(宮⑮ 2111番内線272寄)ま

でお問い合わせください。

皆さんのご協力をお願いいたします。

みんなの健康教室
9月28日幽午後 1n寺

市保健センター

木村英二氏(アサヒ薬局庖主)

上手に薬局薬庖を利用する法

北五医師会・市保健協議会
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0ゴミは燃えるゴミ、燃えないゴミに区別して

出しまし ょう。

Oゴミは決められた 11、決められた場所に朝 8

時30分まで出しましょう。

0決められた収集日以外の口には絶対ゴミを出

さないで下さい。

0スイカ、メロン及び台所の生ゴミ等の水切り

を充分してから、新聞等に包んで袋に入れて

出しましょう 。

0一般家庭から 1回に排出できるゴミの立は、

一般廃棄物で可燃物、不燃物各10旬以内まで

です。

0ゴミ収集場所は、ゴミ捨て場ではありません。

みんなで協力して清潔にして下さい。

ゴミについてお願い

座面

直
津
軽
ア
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部

時
々
を
ア
ル
バ
ム
出
し
て
語
り
合
う
礼
文
・
利
尻
の
旅
の

思

い

出

山

中

一

子

七
十
半
ば
の
吾
が
眼
を
朝
々
洗
い
く
る
る
庭
の
水
仙
の
淡

い

黄

の

花

崎

野

清

蔵

麦
畑
隔
て
て
遠
き
隣
り
家
に
明
り
の
点
る
宵
の
ゆ
た
か
さ

野

呂

富

枝

は
ぎ
れ
よ
き
フ
ロ
ン
ト
の
女
の
一
言
に
一
瞬
吾
の
背
筋
伸

ば

し

ぬ

吉

田

勇

蔵

友
の
離
別
告
げ
釆
し
汝
の
高
声
の
耳
い
た
き
ま
で
受
話
器

に

ひ

び

く

蝦

名

鹿

子

立
っ
た
ま
ま
ハ
ミ
ン
グ
し
つ
つ
今
朝
何
故
吾
の
し
き
り
に

茂

吉

歌

嫌

う

大

沢

寿

夫

に?~む fÞC? 鈴お争
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